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中学校　国語　　慣用句⑤　～自然～
（　　　）年（　　　）組（　　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　　　）
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点





一　次の―線部が慣用句になるように、（　　）にあてはまる自然に関する


言葉を下の語群から選び書き入れなさい。ただし、二度用いる言葉が


あります。（８点×１０問）





※目の前の問題さえ片付けてしまえば後はどうなろうと知ったことではない


　あとは（　　　　）となれ（　　　　）となれという心境だった。





※性質や行いがずるくて、仲間としてあつかえない


　彼は（　　　）上にも置けないやつだ。





※目下の者をひどくどなりつける


　約束を破り、父の（　　　　）が落ちた。





　　　　　　　　　　　　　　※それまでの努力が、すべてむだになること


　苦労のかいもなく、水の（　　　　）となる。





※はっきりしないでとらえどころがない


　彼女の話は（　　　　）をつかむような話だ。





※もめごとが起きる　


　部員の一言が、部内に（　　　　）風をたてる。





※失敗しそうで、びくびくする気持ち　


　彼の対応は、（　　　　）を踏むような危うさだ。





※突然、華やかに現れる様子　


 （　　　　）のごとく現れた新人作家。





※根拠のない勝手な予想をする　　　　　　　　　　　　　


（　　　　）をはってテスト勉強を進めた。





※それまでの争いごとやうらみなどを、すべてなかったことにする


　今までのことは全て（　　　　）に流そう。





二　⑴～⑽の中から慣用句を二つ選び、それぞれ短文を書きなさい。（１０点×２問）





選んだ慣用句の番号　
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